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最上の流れにうるほふ里の
学び舎みどりの希望はみちて

明るしや　清けしや
我らの園　我らの門
あしたに夕べに集ふ

手を引き助けて円かに睦みて
愛あり仁ある人とならん

平成25年度 東京亀城会 総会・懇親会
◎日　　時　6月29日（土） 15時より

◎会　　場　大手町サンケイプラザ（4Fホール）

◎担当年次　38回、48回、58回、68回卒業

東京亀城会ホームページ：http://www.kijokai.net

［昭和38年集合写真（38回卒業アルバムより）］



2＜第33号＞

一
、
総
会
・
懇
親
会

平
成
二
四
年
六
月
三
〇
日
（
土
）
一
五
時

大
手
町
「
サ
ン
ケ
イ
プ
ラ
ザ
」

担
当
年
次：
三
七
回
・
四
七
回
・
五
七
回
卒
業
　

二
、
母
校
支
援
員
会

〇
酒
田
東
高
校
「
東
京
キ
ャ
リ
ア
教
育
研
修
」

講
師
派
遣

平
成
二
四
年
七
月
三
一
日
（
火
）

国
立
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
青
少
年
総
合
セ
ン
タ
ー

〇
第
三
回
ぜ
ん
ご
塾

平
成
二
四
年
一
〇
月
二
七
日
（
土
）

株
式
会
社
栄
電
子
珊
瑚
ホ
ー
ル

三
、
母
校
一
〇
〇
周
年
基
金
募
金

四
、
亀
城
会
総
会
・
懇
親
会
出
席

平
成
二
四
年
一
一
月
一
七
日
（
土
）

ホ
テ
ル
リ
ッ
チ
＆
ガ
ー
デ
ン
酒
田

五
、
他
校
同
窓
会
等
出
席

紫
紺
会
、
有
　
会
、
如
松
同
窓
会
、
酒
田

工
業
高
校
関
東
支
部
同
窓
会
、
酒
田
中
央

高
校
東
京
支
部
同
窓
会
、
鶴
翔
同
窓
会
、

黎
明
同
窓
会
東
京
支
部
、
み
や
ま
ち
ど
り

会
、
ふ
れ
あ
い
酒
田
、「
し
ず
ち
ゃ
ん
・
梅

津
正
彦
ト
レ
ー
ナ
ー
」
女
子
ア
マ
チ
ュ
ア

ボ
ク
シ
ン
グ
世
界
選
手
権
兼
五
輪
最
終
選

考
会
出
場
壮
行
会

六
、
拡
大
理
事
会
、
会
務
執
行
理
事
会
等

○
拡
大
理
事
会

平
成
二
四
年
　
　
四
月
　
七
日

平
成
二
四
年
　
一
一
月
二
四
日

○
執
行
理
事
会

平
成
二
四
年
　
　
六
月
　
二
日

平
成
二
四
年
　
　
七
月
一
四
日

平
成
二
四
年
　
一
〇
月
二
七
日

平
成
二
五
年
　
　
二
月
一
五
日

平
成
二
五
年
　
　
三
月
二
三
日

事業報告・24年度決算・25年度予算案

平
成
二
四
年
度

平
成
二
五
年
四
月
一
三
日
の
東

京
亀
城
会
拡
大
理
事
会
で
、
健
康

上
な
ど
の
理
由
に
よ
る
鳥
海
俊
材

副
会
長
、
松
岡
毅
監
事
の
辞
任
に

伴
う
役
員
案
が
審
議
さ
れ
、
鳥
海

副
会
長
の
後
任
に
伊
藤
正
治
郎
氏

（
35
回
）、
松
岡
毅
監
事
の
後
任
に

池
田
明
幸
氏
（
52
回
）
の
推
薦
が

決
議
さ
れ
、
今
年
の
六
月
の
総
会

に
そ
の
選
任
を
諮
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

任
期
は
、
各
々
前
任
者
の
残
任

期
間
で
、
来
年
の
総
会
ま
で
と
な

り
ま
す
。

な
お
、
総
会
で
伊
藤
氏
、
池
田

氏
が
選
任
さ
れ
る
と
役
員
構
成
は

次
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

○
会
　
長

相
川
　
俊
明
（
33
回
）

○
副
会
長

本
宮
　
正
幸
（
36
回
）

伊
藤
正
治
郎
（
35
回
新
任
）

元
木
　
　
徹
（
42
回
）

澁
谷
　
英
夫
（
43
回
）

阿
部
　
浩
美
（
54
回
）

○
監
　
事

広
瀬
　
　
武
（
31
回
）

池
田
　
明
幸
（
52
回
新
任
）

新
役
員
候
補

１ 前　年　度　繰　越　金
２ 年　　　　　会　　　　　費
３ 総　　　会　　　会　　　費
４ 各　種　会　合　会　費
５ 寄　　　　　　　　　　　付
６ 雑　　　　　収　　　　　入
７ 会　報　広　告　掲　載　料
収　　　入　　　小　　　計
合　　　　　　　　　　　計

１ 会　　　　　議　　　　　費
２ 総　　　　　会　　　　　費
３ 各　　種　　会　　合　　費
４ 母 校 支 援 委 員 会 活 動 費
５ 通　　　　　信　　　　　費
６ 印　　　　　刷　　　　　費
７ 事　　　　　務　　　　　費
８ 旅　　費　　交　　通　　費
９ 振　　　　　込　　　　　料
10 渉　　　　　外　　　　　費
11 予　　　　　備　　　　　費
支　　　出　　　小　　　計
次　年　度　繰　越　金
合　　　　　　　　　　　計

平
成
24
年
度
決
算
、
平
成
25
年
度
予
算
案

母
校
創
立
百
周
年
支
援
積
立
金
特
別
会
計

収
　
入
　
の
　
部

支
　
出
　
の
　
部

1,576,657 1,576,657 1,429,179
1,080,000 886,000 1,000,000
1,000,000 854,000 1,000,000
105,000 100,500 105,000
190,000 247,849 210,000
32,000 38,025 32,000
360,000 310,000 310,000

2,767,000 2,436,374 2,657,000
4,343,657 4,013,031 4,086,179

16,000 12,750 16,000
1,244,000 1,080,220 1,218,300
90,000 66,691 90,000
100,000 43,833 100,000
444,130 404,311 405,772
484,155 501,128 498,954
225,000 189,409 225,000
5,000 5,000 5,000
48,050 41,010 42,330
193,500 193,500 193,500
50,000 46,000 50,000

2,899,835 2,583,852 2,844,856
1,443,822 1,429,179 1,241,323
4,343,657 4,013,031 4,086,179

平成25年度予算
金　額

平成24年度決算
金　額

平成24年度予算
金　額

（5頁）



最
近
の
調
査
結
果
に
よ
る
と
、
日
本
の

高
校
生
の
半
数
以
上
が
将
来
偉
く
な
り
た

い
と
は
思
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
、

就
職
さ
え
で
き
れ
ば
と
い
う
意
識
の
方
が

強
く
、
責
任
が
重
く
な
る
、
尊
敬
さ
れ
る
、

能
力
を
発
揮
で
き
る
と
い
う
こ
と
に
は
消

極
的
と
の
こ
と
で
す
。
ま
た
、
別
の
テ
レ

ビ
番
組
で
の
東
大
生
と
イ
ン
ド
、
韓
国
の

一
流
大
学
生
と
の
目
標
の
有
無
に
関
す
る

発
言
で
も
、
目
標
を
持
て
な
い
ま
ま
漫
然

と
大
学
生
活
を
送
る
日
本
の
学
生
の
姿
が

際
立
っ
て
い
ま
し
た
。

東
京
亀
城
会
で
は
三
年
前
か
ら
母
校
支

援
活
動
と
し
て
、
卒
業
生
の
主
に
大
学
一
、

二
年
生
を
対
象
に
学
生
生
活
の
送
り
方
や

生
き
方
の
参
考
に
な
れ
ば
と
諸
先
輩
に
お

願
い
し
て
〝
ぜ
ん
ご
塾
〞
を
年
二
度
ほ
ど

開
い
て
い
ま
す
。
ス
タ
ッ
フ
の
努
力
も
あ
っ

て
、
諸
先
輩
の
実
体
験
に
よ
る
苦
労
話
や

成
功
の
秘
話
な
ど
学
生
以
外
に
も
聞
い
て

も
ら
い
た
い
よ
う
な
貴
重
な
話
が
多
く
、

出
席
し
た
学
生
に
は
と
て
も
好
評
で
す
。

も
っ
と
多
く
の
後
輩
に
聞
い
て
も
ら
い
た

い
の
で
す
が
、
肝
心
の
学
生
達
が
前
記
の

よ
う
に
消
極
的
で
出
席
し
よ
う
と
い
う
気

持
が
今
一
つ
の
よ
う
に
思
え
る
の
が
残
念

で
す
。
こ
の
点
が
ス
タ
ッ
フ
の
一
番
苦
労

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
し
か
し
、
知
恵

を
出
し
合
っ
て
後
輩
に
一
層
広
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
学
生
の
諸

君
も
是
非
積
極
的
に
出
席
し
て
ほ
し
い
し
、

会
員
の
諸
先
輩
の
ご
協
力
も
宜
敷
く
お
願

い
す
る
次
第
で
す
。

東
京
亀
城
会
の
皆
様
方
に
は
、
本
校
教
育

活
動
並
び
に
東
京
在
住
学
生
に
対
し
て
ま
で

も
絶
大
な
ご
支
援
と
夢
を
育
む
機
会
を
頂
戴

し
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

三
月
に
一
九
四
名
の
卒
業
生
を
送
り
出
し
、

今
春
新
た
に
二
〇
〇
名
の
新
入
生
を
迎
え
入

れ
、
総
勢
五
七
三
名
の
活
力
あ
ふ
れ
る
酒
東

生
を
お
預
か
り
し
て
お
り
ま
す
。

今
春
の
国
公
立
合
格
率
も
六
二
％
と
県
内

二
位
と
健
闘
し
ま
し
た
。
東
京
大
学
二
名
を

先
頭
に
、
国
公
立
・
私
立
の
「
そ
れ
ぞ
れ
の

東
大
」
へ
と
高
い
志
を
持
っ
て
進
路
実
現
し

て
お
り
ま
す
。
東
大
は
Ｙ
Ｈ
と
本
校
の
二
校

だ
け
の
実
績
と
な
り
、「
東
大
に
い
け
る
高
校
」

と
し
て
後
輩
に
立
派
な
背
中
を
示
し
て
く
れ

ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
の
大
学
、
ハ
ノ
イ
の
大

学
進
学
と
特
異
な
生
徒
も
輩
出
し
、
多
種
多

様
な
進
路
に
向
か
い
「
そ
れ
ぞ
れ
の
東
大
」
と

い
う
高
い
志
を
堅
持
し
な
が
ら
先
輩
を
目
標

と
し
、
後
輩
か
ら
目
標
と
さ
れ
る
姿
勢
は
、間

違
い
な
く
後
輩
に
引
き
継
が
れ
て
お
り
ま
す
。

目
指
せ
「
そ
れ
ぞ
れ
の
東
大
」「
自
分
を
超

え
ろ
」
が
今
年
度
の
テ
ー
マ
で
す
。
決
し
て

「
知
」
に
偏
る
こ
と
な
く
、
情
が
深
く
、
強
い

意
志
を
持
っ
た
文
武
両
道
で
鍛
え
抜
か
れ
た

生
徒
の
育
成
に
、
情
熱
の
あ
る
教
職
員
集
団

で
牽
引
し
て
参
り
ま
す
。
今
年
の
一
年
生
か

ら
新
教
育
課
程
が
完
全
実
施
さ
れ
、
自
ず
と

大
学
の
入
試
形
態
に
も
変
化
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
変
化
す
る
教
育
事
情
の
中
、
不
易
流
行
を

求
め
な
が
ら
多
く
の
希
望
や
夢
を
語
り
合
っ

た
学
校
経
営
を
目
指
し
ま
す
。
今
後
と
も
よ

り
一
層
の
ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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会長・同窓会長ご挨拶・母校報告

更
な
る
躍
進
の
為
に

「
そ
れ
ぞ
れ
の
東
大
」を
目
指
し
て

東京亀城会会長

相川　俊明
（33回）

亀城同窓会会長

山岸　文章
（41回）

酒田東高校長

富樫　郁遷
（48回）

総
会
を
迎
え
る
に
あ
た
り

東
京
亀
城
会
会
員
の
皆
様
、
は
じ
め
ま
し

て
。
こ
の
度
、
任
期
途
中
で
辞
任
さ
れ
た
前

会
長
の
後
任
と
し
て
図
ら
ず
も
努
め
て
お
り

ま
す
。
依
頼
さ
れ
た
時
は
お
断
り
し
た
の
で

す
が
聞
い
て
も
ら
え
ず
、
母
校
の
為
に
粉
骨

砕
身
リ
ー
ド
し
て
く
れ
る
校
長
に
協
力
し
、

更
な
る
躍
進
の
た
め
に
微
力
な
が
ら
、
と
い

う
思
い
で
お
引
き
受
け
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

東
京
亀
城
会
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
亀

城
同
窓
会
へ
の
ご
協
力
、
そ
し
て
母
校
支
援

活
動
な
ど
絶
大
な
る
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

校
長
の
報
告
に
あ
る
と
お
り
、
今
年
も
東

大
合
格
者
二
名
を
含
め
、
後
輩
達
の
活
躍
は

目
覚
ま
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。「
質
実
剛

健
」「
文
武
両
道
」
の
伝
統
は
不
易
で
、
今

後
も
嬉
し
い
ニ
ュ
ー
ス
を
届
け
て
く
れ
る
こ

と
で
し
ょ
う
。
ご
期
待
下
さ
い
。

最
後
に
東
京
亀
城
会
の
益
々
の
ご
隆
盛
と

会
員
各
位
の
ご
健
勝
を
祈
念
し
、
創
立
百
周

年
の
準
備
に
向
け
同
窓
生
と
し
て
更
に
「
絆
」

を
強
め
、
よ
り
一
層
の
ご
支
援
を
お
願
い
申

し
上
げ
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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幹事年特集あの先輩に会いたい特別対談

今
回
は
劇
団
青
年
座
で
女
優
を
な
さ
っ
て

い
る
山
本
（
本
名
橋
爪
）
与
志
恵
さ
ん
（
38
回

卒
）
に
お
話
を
う
か
が
っ
て
き
ま
し
た
。

○
女
優
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
？

―
高
校
時
代
の
演
劇
部
で
も
の
作
り
の
楽

し
さ
を
知
り
ま
し
た
。
卒
業
後
上
京
、
就
職

し
ま
し
た
が
、
知
人
の
紹
介
で
舞
台
芸
術
学

院
を
知
り
、
働
き
な
が
ら
そ
こ
に
通
い
ま
し

た
。
裏
方
志
望
で
し
た
が
、
学
院
の
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
は
役
者
養
成
の
た
め
の
も
の
で
し
た
。

た
ま
た
ま
受
け
た
青
年
座
で
も
役
者
入
団
試

験
で
し
た
の
で
、
な
ん
と
な
く
な
し
崩
し
に

女
優
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

○
ど
ん
な
と
こ
ろ
に
喜
び
や
楽
し
さ
を
感
じ

ま
す
か
？

―
お
客
さ
ん
が
舞
台
に
食
ら
い
つ
い
て
い

る
よ
う
に
感
じ
る
時
で
す
ね
。
な
ん
と
い
っ

て
も
、
お
客
さ
ん
が
喜
ん
で
い
る
と
嬉
し
い

で
す
。
稽
古
の
最
初
の
本
読
み
も
楽
し
い
で

す
。
こ
れ
か
ら
ど
ん
な
ふ
う
に
出
来
上
が
っ

て
い
く
の
か
、
稽
古
を
重
ね
て
も
よ
た
よ
た

と
迷
っ
て
進
展
な
く
だ
ら
だ
ら
し
て
い
た
の

が
、
本
番
近
く
に
あ
れ
あ
れ
あ
れ
？
と
収
斂

し
て
い
く
時
、
い
い
で
す
よ
！

○
こ
の
仕
事
の
苦
労
や
大
変
な
と
こ
ろ
は
？

―
ア
ル
バ
イ
ト
、
あ
る
い
は
副
業
を
持
た

な
い
と
や
っ
て
い
け
ま
せ
ん
ね
。
ま
た
、
子

育
て
と
の
両
立
は
大
変
で
し
た
。
旅
公
演
も

好
き
で
し
た
が
、
子
育
て
の
間
は
無
理
で
し

た
。
今
で
も
特
に
大
変
な
こ
と
は
、
切
符
を

売
っ
て
、
満
席
に
し
て
、
芝
居
を
す
る
こ
と

で
す
。

○
ど
ん
な
子
供
で
し
た
か
？

―
小
、
中
、
高
校
と
あ
ま
り
勉
強
し
な
か

っ
た
で
す
が
、
本
は
読
み
ま
し
た
。
映
画
も

観
ま
し
た
。
特
に
洋
画
は
、
家
が
グ
リ
ー
ン

ハ
ウ
ス
の
斜
め
前
だ
っ
た
の
で
小
一
か
ら
観

て
ま
し
た
。
試
験
は
別
の
意
味
で
楽
し
み
で

し
た
ね
。
学
校
が
早
く
終
わ
っ
て
二
、
三
本

立
て
を
全
部
観
ら
れ
ま
す
か
ら
（
笑
い
）。
運

動
は
し
た
く
な
い
ほ
う
で
、
友
達
と
遊
ぶ
の

も
疲
れ
る
、
今
で
言
え
ば
〝
オ
タ
ク
〞
な
子

で
し
た
。

○
元
気
の
秘
訣
は
？

―
元
気
じ
ゃ
な
い
で
す
よ
。
自
分
の
体
を

だ
ま
し
だ
ま
し
、
な
だ
め
な
が
ら
使
う
こ
と

で
す
。
ひ
ど
い
ぎ
っ
く
り
腰
に
度
々
襲
わ
れ

て
舞
台
は
も
う
ダ
メ
か
と
思
っ
た
時
太
極
拳

に
出
会
い
、
八
年
近
く
続
け
て
い
ま
す
。
ま

た
、
器
具
で
な
く
タ
オ
ル
を
使
う
筋
ト
レ
と

脳
ト
レ
を
合
わ
せ
た
「
レ
イ
ン
ボ
ー
体
操
」

や
、
水
中
筋
ト
レ
に
も
通
っ
て
い
ま
す
。

○
今
後
の
公
演
の
予
定

―
六
月
に
『
崩
れ
ゆ
く
セ
ー
ル
ス
マ
ン
』

と
い
う
新
作
に
出
演
し
ま
す
。
背
が
低
い
こ

と
も
あ
っ
て
、
若
い
頃
か
ら
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

役
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
今
回
も
老
女
役
。

自
分
自
身
が
老
女
に
な
っ
た
か
ら
舞
台
に
立

っ
て
い
る
だ
け
で
い
い
か
と
い
う
と
、
そ
う

は
い
き
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
後
輩
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
？

―
生
き
る
こ
と
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

○
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

あ
の
先
輩
に
会
い
た
い
！

山
本
与
志
恵
（
38
回
）

劇
団
青
年
座
　
女
優

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
・
文

後
藤
つ
ぐ
み

（
御
茶
ノ
水
大
２
年
　
87
回
）左：後藤つぐみさん、右：山本与志恵さん
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先生元気だが

ス
ガ
ワ
ラ
管
理
サ
ー
ビ
ス
有
限
会
社

建
物
の
清
掃
・
設
備
の
管
理

〒
一
七
四
・
〇
〇
五
六

板
橋
区
志
村
一
―
三
〇
―
一
九

田
園
キ
ャ
ッ
ス
ル
志
村
三
〇
九

電
話
〇
三
（
三
五
五
八
）
七
五
四
六

菅

原

幸

夫

（
四
二
回
卒
）

代
表
取
締
役

元
木
徹
法
律
事
務
所〒

一
〇
四
・
〇
〇
六
一

東
京
都
中
央
区
銀
座
一
―
一
八
―
六

井
門
銀
座
一
丁
目
ビ
ル
五
階

電
　
話
〇
三
（
三
五
六
四
）
二
九
四
八

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三
（
三
五
三
五
）
三
五
四
三

元

木

　

徹

（
昭
和
四
二
年
卒
業
）

弁
護
士

遠
藤
登
記
測
量
総
合
事
務
所

〒
一
九
〇
・
〇
〇
二
二

立
川
市
錦
町
二
丁
目
二
番
五
―
三
〇
一
号

電
　
話
　
〇
四
二
―
五
二
九
―
二
九
三
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
四
二
―
五
二
九
―
二
八
四
四

遠

藤

　

功

（
昭
和
四
四
年
卒
業
）

所
　
長

橋
企
画
・
編
集
事
務
所

〒
一
九
二
・
〇
三
六
四

八
王
子
市
南
大
沢
五
―
九
―
六
―
四
〇
六

電
　
話
　
〇
四
二
―
六
七
五
―
八
〇
九
七

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
四
二
―
六
七
五
―
八
一
九
五

橋

常

昭

（
四
六
回
卒
）

代
　
表

酒東NEXT100ホームページ　　
http://sakatonext100.jimdo.com

石
川
翼
久
先
生
元
気
だ
が

少
子
化
の
渦
流
に

身
を
置
い
て

石
川
翼
久
（
38
回
）

教
職
最
後
の
三
年
間
、
母

校
に
ご
縁
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
酒
東
新
生
に
向
け
、
校

舎
の
改
築
を
進
め
る
こ
と
が

赴
任
早
々
の
仕
事
で
し
た
。

一
層
の
酒
東
生
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
の
た
め
、
貴
会
か
ら
は
物

心
両
面
に
渡
り
、
多
大
な
ご

支
援
を
い
た
だ
き
、
飛
躍
的

に
成
果
を
上
げ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
感
謝
感
謝
。

退
職
後
は
、
合
併
し
た
て

の
新
酒
田
市
教
育
長
に
就

き
、
校
舎
の
耐
震
化
、
そ
し

て
学
校
規
模
を
維
持
す
べ

く
、
統
合
の
役
目
が
待
っ
て

い
ま
し
た
。
ま
ず
、
酒
商
・

酒
工
・
酒
北
・
酒
中
央
の
四

高
校
を
統
合
す
る
こ
と
で

す
。
難
題
ば
か
り
で
座
礁
も

し
ま
し
た
が
、
現
在
は
東
北

最
大
の
規
模
を
有
す
る
「
酒

田
光
陵
高
校
」
と
し
て
船
出

を
し
て
お
り
ま
す
。

併
行
し
て
、
小
中
学
校
の

統
合
で
す
。
日
向
・
大
沢
・

八
幡
小
を
「
八
幡
小
」。
東

平
田
・
中
平
田
・
北
平
田
小

を
「
平
田
小
」。
鳥
海
・
八

幡
中
を
「
鳥
海
八
幡
中
」。

一
中
・
五
中
を
「
一
中
」。

二
中
・
平
田
中
を
「
二
中
」

と
し
て
統
合
し
ま
し
た
。
来

年
度
は
亀
城
・
港
南
小
を

「
亀
ヶ
崎
小
」
に
、
飛
鳥
・

松
山
中
を
「
東
部
中
」
と
し

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
指
折
り

数
え
な
け
れ
ば
確
認
で
き
な

い
ほ
ど
の
学
校
統
合
で
す
。

未
来
を
担
う
子
ど
も
の
教

育
環
境
整
備
が
理
念
で
す

が
、
統
合
は
地
域
の
方
々
、

同
窓
生
に
は
寂
し
く
、
ま
た

酒
田
市
の
活
性
化
に
は
課
題

も
残
り
ま
す
。
少
子
高
齢
化

と
い
う
逆
巻
く
怒
濤
が
郷
里

を
襲
っ
て
い
ま
す
。
辛
い
任

務
で
は
あ
り
ま
す
が
、
教
育

を
通
し
て
酒
田
市
民
が
元
気

に
暮
ら
せ
る
よ
う
努
め
て
参

り
ま
す
の
で
、
皆
様
に
は
一

層
の
お
力
添
え
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

＊ 母校創立百周年支援積立金特別会計

注）平成22年度における前年度繰越金233,700円は、平成20、21年度に募った母校への緞帳寄付のための資金の残金

平成22年度実績 平成23年度実績 平成24年度実績
金　額 金　額 金　額

収入

前年度繰越金 233,700 829,700 1,454,570
寄付金収入 596,000 622,000 348,000
利息 0 2,870 3,011

支出 0 0 0
差引 次年度繰越金 829,700 1,454,570 1,805,581
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同期会・昨日 今日

六
月
二
三
日
「
う
す
け
ぼ
う
」
日
本
橋
店

で
開
催
。
前
回
欠
席
の
相
馬
元
市
長
、
世
界

を
飛
び
回
っ
て
い
る
鈴
木
「
気
泡
博
士
」、
関

西
か
ら
遠
路
参
加
の
中
原
君
に
阿
部
、
大
谷
、

風
間
、
高
橋
、
富
樫
君
の
常
連
を
加
え
一
〇

名
の
参
加
に
な
っ
た
。

直
前
に
佐
藤
郁
雄
君
の
訃
報
が
あ
り
、
倉

田
常
任
幹
事
の
音
頭
で
黙
祷
か
ら
始
ま
っ
た
。

互
い
の
近
況
、
不
参
加
者
の
消
息
な
ど
情
報

交
換
の
後
、
現
役
の
風
間
医
師
か
ら
、
認
知

症
に
つ
な
が
る
「
正
常
圧
水
頭
症
」、
転
倒
予

防
教
室
の
後
期
高
齢
者
向
け
講
話
が
あ
っ
た
。

ア
ル
コ
ー
ル
が
回
る
ほ
ど
に
、
原
発
を
巡

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
、
放
射
線
被
曝
限
度
量
、

沖
縄
米
軍
基
地

移
転
、
活
断
層

の
定
義
な
ど
、

ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム

目
線
の
マ
ス
コ

ミ
対
応
に
追
わ

れ
「
国
家
百
年

の
大
計
」
が
出

せ
な
い
政
界
・

専
門
学
界
に

喝
！
を
入
れ
る

意
見
が
続
き
、

校
歌
、
応
援
歌

を
歌
っ
て
、
来

年
も
元
気
で
集

ま
ろ
う
と
云
う

事
で
散
会
し
た
。

四
月
七
日
（
日
）、
昨
年
と
同
じ
会
場
で
桜

吹
雪
の
中
、
今
年
度
の
総
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
気
象
庁
が
「
春
の
嵐
」
の
予
報
を
出

し
て
い
た
の
で
、
皆
さ
ん
が
無
事
出
席
し
て

く
だ
さ
る
か
心
配
し
ま
し
た
が
、
そ
の
嵐
も

開
始
前
に
は
止
み
、
三
二
名
の
方
々
が
参
加

し
て
く
れ
ま
し
た
。
前
田
滋
会
長
の
挨
拶
の

後
、
昨
年
の
物
故
者
に
黙
祷
を
捧
げ
ま
し
た
。

酒
田
か
ら
参
加
し
て
く
だ
さ
っ
た
佐
藤
茂

さ
ん
か
ら
、
最
近
の
故
郷
の
話
を
聞
き
ま
し

た
。
た
ま
た
ま
、
当
日
の
会
場
に
、
或
る
高
名

な
書
家
の
書
か
れ
た
『
祝
傘
寿
』
の
立
札
が

あ
っ
た
の
で
、
二
八
会
の
年
令
よ
り
二
年
ば

か
り
早
い
け
ど
、
そ
の
立
札
を
飾
っ
て
、
記

念
撮
影
を
い
た
し

ま
し
た
。

二
八
会
は
、
第

一
線
で
活
躍
さ
れ

た
方
々
が
多
い
学

年
で
し
た
か
ら
、

夫
々
の
方
々
の
お

話
も
有
意
義
で
し

た
。カ

ラ
オ
ケ
も
好

評
で
、
上
手
な
方

が
多
く
び
っ
く

り
。
な
つ
か
し
い

校
歌
も
、
三
番
ま

で
し
っ
か
り
歌

い
、
最
後
に
「
故

郷
」
を
カ
ラ
オ
ケ

の
伴
奏
つ
き
で
歌
う
頃
に
は
、
も
っ
と
皆
と

一
緒
に
い
た
い
と
い
う
気
分
で
し
た
。

今
年
の
総
会
は
、
そ
ん
な
熱
気
あ
ふ
れ
る

集
い
に
な
り
ま
し
た
。

昨
年
六
月
帝
国
ホ
テ
ル
に
て
「
喜
寿
を
祝

う
会
」
を
行
い
ま
し
た
。
参
加
者
は
七
二
名
、

遠
路
組
は
北
海
道
、
仙
台
を
は
じ
め
一
八
名

が
参
加
し
て
頂
き
賑
わ
い
ま
し
た
。
酒
田
か

ら
の
土
産
は
小
松
屋
の
菓
子
、
そ
し
て
記
念

品
は
足
掛
け
三
年
の
歳
月
を
か
け
て
完
成
し

た
「
喜
寿
記
念
誌
」
を
持
ち
帰
っ
て
頂
き
ま

し
た
。
男
性
の

酒
量
は
少
々
減

り
ま
し
た
が
、

女
性
の
デ
ザ
ー

ト
の
食
べ
っ
ぷ

り
は
衰
え
て
い

ま
せ
ん
。

毎
月
一
回
催

行
の
「
歩
こ
う

会
」
は
今
年
の

三
月
で
八
六
回

を
迎
え
益
々
盛

ん
で
す
。
一
月

は
ホ
テ
ル
　
グ

ラ
ン
ド
　
パ
レ

ス
で
の
新
年

会
、
八
月
は
鶴

巻
温
泉
で
の
暑

気
払
い
、
秋
は

23回
「
年
は
と
っ
て
も
元
気
」

後
藤
　
健

28回

東
京
二
八
会
総
会斉藤

泰
子

29回

喜
寿
祝
い
は

帝
国
ホ
テ
ル
で

冨
樫
弘
喜
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一
泊
旅
行
、
暮
は
横
浜
中
華
街
で
の
忘
年
会

等
々
定
番
に
な
っ
て
来
ま
し
た
。
来
年
に
は

百
回
を
迎
え
ま
す
。

「
コ
ー
ラ
ス
ふ
く
の
か
い
」
は
昨
年
六
月
本

間
充
君
の
指
導
の
も
と
念
願
の
浜
離
宮
朝
日

ホ
ー
ル
に
て
喜
寿
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催

大
好
評
を
得
ま
し
た
。
月
二
回
の
練
習
は
欠

か
さ
ず
続
い
て
お
り
ま
す
。

未
だ
七
七
歳
、
総
会
は
八
〇
歳
ま
で
続
け

よ
う
と
皆
で
確
認
し
頑
張
っ
て
い
る
今
日
こ

の
頃
で
す
。

華
や
か
に
活
躍
し
て
き
た
「
三
一
会
」
も
、

い
つ
の
間
に
か
身
近
に
黄
泉
の
香
り
を
聞
く

頃
と
な
り
ま
し
た
。
会
員
諸
氏
も
往
時
の

「
花
の
顔
（
か
ん
ば
せ
）」
を
、
過
ぎ
去
り
し

年
輪
の
重
さ
に
耐
え
な
が
ら
も
、
僅
か
に
偲

ば
せ
て
い
る
今
日
こ
の
頃
で
あ
り
ま
す
。

昨
年
は
、
何
と
か
「
野
に
遊
ば
ん
」
と
ば

か
り
に
、
元
気
な
小
山
君
が
作
っ
て
く
れ
た

プ
ラ
ン
で
、
新
緑
が
芽
を
吹
き
始
め
た
王
子

駅
近
く
の
「
飛
鳥
山
公
園
」
か
ら
王
子
神
社
、

名
主
の
滝
公
園
を
歩
き
、
渋
沢
栄
一
の
記
念

館
や
王
子
製
紙
の
歴
史
を
振
り
返
る
ま
た
と

な
い
機
会
を
得
た
。
勿
論
、
そ
れ
か
ら
馴
染

み
の
居
酒
屋
で
の
懇
親
会
、
お
酒
が
出
る
と

途
端
に
皆
元
気
に
な
る
。
瞳
を
輝
か
し
な
が

ら
語
る
人
生
論
や
芸
術
、
そ
し
て
国
際
問
題

ま
で
幅
広
く
口
角
泡
を
飛
ば
す
会
員
の
言
葉

は
、
庄
内
弁
の
訛
り
を
ま
だ
消
し
切
れ
て
い

な
い
よ
う
だ
。
で
も
、
こ
の
雰
囲
気
が
無
性

に
懐
か
し
く
て
堪

ら
な
い
、
い
つ
ま

で
も
続
い
て
欲
し

い
仲
間
意
識
だ
。

さ
て
、
今
年
は

我
々
三
一
会
の
会

員
は
、
満
で
「
七

六
歳
」
に
な
る
。

一
昔
前
で
は
、
数

え
年
で「
七
七
歳
」

と
言
う
事
で
、

「
喜
寿
の
お
祝
い
」

を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。こ
の
際
、

古
い
人
間
と
言
わ

れ
よ
う
が
、
今
年

の
秋
に
は
数
え
年

で
の
「
喜
寿
の
お
祝
い
」
を
や
り
、
共
に
喜

び
か
つ
祝
い
、
こ
れ
か
ら
の
健
康
を
祈
り
な

が
ら
次
の
「
米
寿
の
祝
い
」
に
つ
な
げ
て
行

き
た
い
も
の
で
あ
る
。

東
京
燦
々
会
も
昨
年
一
一
月
末
開
催
で
連

続
一
二
年
と
な
り
、
担
当
幹
事
ク
ラ
ス
も
一

組
か
ら
六
組
迄
ふ
た
廻
り
と
な
り
ま
し
た
。

思
え
ば
都
心
だ
け
で
な
く
、
卒
後
五
〇
周

年
に
は
酒
田
で
又
伊
豆
高
原
や
横
浜
中
華
街

で
と
長
い
間
切
れ
ず
に
よ
く
続
い
て
来
た
も

の
だ
と
感
心
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
節
目
と
言
う
事
で
女
性
民
謡
歌
手

に
出
て
頂
き
、
持
ち
歌
の
他
に
失
礼
な
が
ら

山
形
の
民
謡
や
酒

田
出
身
の
岸
洋
子

さ
ん
の
名
曲
「
夜

明
け
の
う
た
」
等

も
歌
っ
て
も
ら

い
、
そ
の
迫
力
あ

る
美
声
に
出
席
者

四
六
名
が
感
動
を

味
わ
い
ま
し
た
。

来
年
度
か
ら
は

参
加
者
の
意
見
交

換
を
行
い
、
今
迄

と
変
え
て
各
ク
ラ

ス
か
ら
選
出
さ
れ

た
幹
事
（
八
名
）

が
「
幹
事
会
」
を

作
り
運
営
し
て
行

く
。
と
決
定
し
今
後
も
長
く
盛
り
あ
げ
続
け

ら
れ
ん
事
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

毎
年
一
月
第
三
土
曜
日
に
銀
座
「
お
ば
こ
」

で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
長
く
世
話
役
を
し
て

い
て
く
れ
る
Ｉ
君
、
会
場
を
提
供
し
て
く
だ

さ
る
Ｓ
君
、
今
ま
で
の
会
の
写
真
す
べ
て
を

Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
ま
と
め
て
く
だ
さ
る
Ａ
君
等
、
努

力
を
惜
し
ま
な
い
人
達
が
い
て
く
だ
さ
る
の

で
途
絶
え
る
こ
と
な
く
続
い
て
い
ま
す
。
毎

回
一
寸
し
た
企
画
が
あ
り
、
今
年
は
Ｍ
君
の

庄
内
藩
の
国
替
え
の
お
話
と
Ｎ
君
の
ク
イ
ズ

も
加
わ
り
ま
し
た
。

庄
内
の
料
理
を
食
べ
て
盛
り
上
が
り
賑
や

35回
「
珊
瑚
の
会
」
新
年
会

山
口
伸
子

同期会・昨日 今日

33回

ふ
た
廻
り
を
迎
え
て

杉
山
莞
二

31回

今
年
は
喜
寿
の
祝
い
を

眞
田
守
之
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か
に
話
し
て
い

る
い
る
う
ち
に

皆
庄
内
ア
ク
セ

ン
ト
に
な
っ
て

行
き
ま
す
。
五

〇
数
年
前
は
紅

顔
の
美
少
年
少

女
（
？
）
も
今

は
老
眼
の
ジ
ジ

バ
バ
で
す
が
、

そ
れ
は
人
生
の

荒
波
を
越
え
て

き
た
証
拠
。
恥

じ
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
頃
亡
く

な
っ
た
方
へ
黙

祷
で
始
ま
る
よ
う
に
な
っ
て
思
う
の
は
、
参

加
出
来
る
の
も
貴
重
な
チ
ャ
ン
ス
。
準
備
し

て
く
だ
さ
る
方
々
に
感
謝
し
つ
つ
参
加
し
よ

う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

首
都
圏
会
員
の
小
池
克
也
さ
ん
、
木
山
潔

さ
ん
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。
ご
冥
福
を
心
か

ら
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
木
山
潔
さ
ん
は
演

劇
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
演
出
家
と
し
て
、「
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
は
だ
し
の
ゲ
ン
」「
や
っ
き
た
ゴ
ド
ー
」

な
ど
多
く
の
舞
台
を
手
が
け
ま
し
た
。
フ
ラ

ン
ス
、
ド
イ
ツ
の
公
演
を
成
功
さ
せ
る
な
ど

最
期
ま
で
活
躍
さ
れ
た
ご
様
子
で
す
。
肺
が

ん
で
し
た
。

二
月
に
恒
例
の
小

出
和
子
さ
ん
の
「
山

の
絵
展
」
が
あ
り
ま

し
た
。
年
に
四
、
五

回
、
海
外
、
国
内
と

ス
ケ
ッ
チ
登
山
に
行

か
れ
る
こ
と
で
、
彼

女
の
健
脚
ぶ
り
に
は

驚
か
さ
れ
ま
す
。

こ
の
後
、
新
橋
で

遅
め
の
新
年
会
。
久

し
ぶ
り
の
再
会
を
楽

し
み
ま
し
た
。
出
席

者
は
ご
本
人
と
山
田

敬
子
さ
ん
斎
藤
俊
さ

ん
狩
野
良
平
さ
ん
土

屋
清
志
さ
ん
佐
藤
隆

雄
さ
ん
久
松
（
夫
人
）
紀
子
さ
ん
の
皆
さ
ん

と
本
宮
で
す
。
写
真
は
そ
の
時
の
様
子
で
す
。

酒
田
の
定
例
会
は
八
月
一
五
日
に
開
催
予

定
。
ご
期
待
く
だ
さ
い
！

昨
年
は
船
橋
市
で
三
八
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
遠
路
出
席
さ
れ
た
方
に
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

そ
の
席
で
次
年
（
今
年
）
は
東
京
亀
城
会

の
当
番
年
で
あ
る
こ
と
を
申
し
添
え
ま
し
た

が
い
よ
い
よ
そ
の
時
が
や
っ
て
参
り
ま
し
た
。

古
希
の
大
台
を
間
近
に
迎
え
、
元
気
な
三

八
会
を
盛
り
あ
げ
た
い
も
の
で
す
。

大
勢
の
出
席
を
お
待
ち
し
ま
す
。

同
期
の
後
藤
君
の
所
属
す
る
「
新
生
美
術

会
」
主
催
の
第
四
三
回
新
美
展
が
四
月
に
東

京
都
美
術
館
に
て
開
催
さ
れ
、
彼
の
展
示
作

品
の
鑑
賞
会
を
兼
ね
て
同
期
会
を
開
催
。
今

回
は
渡
部
芳
雄
先
生
も
交
え
て
の
宴
会
で
皆

大
い
に
盛
り
上
が
り
、
二
次
会
は
カ
ラ
オ
ケ

へ
繰
り
出
し
参
加
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
美
声
を

披
露
し
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

ま
た
、
秋
に
は
後
藤
君
が
渋
谷
の
文
化
総
合

会
館
で
の
支
部
展
に
新
作
を
出
品
、春
同
様
に
鑑

賞
会
と
そ
の
後
に
後
藤

君
の
一
層
の
精
進
と
新

た
な
作
品
発
表
を
期
待

し
、渋
谷
で
の
飲
み
会
へ
。

団
塊
世
代
第
一
期
生

の
我
々
も
早
い
も
の
で

皆「
高
齢
者
」の
仲
間
入

り
。
今
後
も
み
ん
な
元

気
に
第
二
の
青
春
を
謳

歌
出
来
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。

昨
年
、
今
年
と
ア
ジ
ア
諸
国
を
訪
ね
る
機

会
が
あ
っ
た
。
ベ
ト
ナ
ム
、
タ
イ
、
イ
ン
ド

の
活
気
に
は
本
当
に
圧
倒
さ
れ
た
。
そ
の
中

で
も
、
日
本
に
対
す
る
関
心
の
高
さ
で
は
、

同期会・昨日 今日

38回

総
会
に
出
席
し
よ
う

松
岡
　
毅

36回

木
山
さ
ん
小
池
さ
ん

さ
よ
う
な
ら

本
宮
正
幸

41回

後
藤
一
朗
君
の

作
品
鑑
賞
会

金
井
敏
明

44回

グ
ロ
ー
バ
ル
人
間
育
成

の
必
要
性

池
田
義
寛
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同期会・昨日 今日

ベ
ト
ナ
ム
が
群
を
抜
い
て
い
た
。
街
中
で
の

買
い
物
で
は
、
殆
ど
の
店
員
が
流
暢
に
日
本

語
を
話
し
、
日
本
を
礼
賛
す
る
。
聞
け
ば
大

多
数
の
人
が
、
日
本
語
は
地
元
の
日
本
語
学

校
で
習
っ
た
も
の
だ
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
思
い
出
し
た
の
が
、
我
が
四
四
回
卒

「
い
な
ほ
会
」
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
阿
蘇
豊
君

の
存
在
で
あ
る
。
彼
は
、
中
年
の
域
に
至
っ
て

か
ら
単
身
で
日
本
を
飛
び
出
し
、
ホ
ー
チ
ミ
ン

市
の
日
本
語
学
校
で
日
本
語
の
指
導
に
尽
力
し

た
。
そ
の
結
果
が
、
今
の
ベ
ト
ナ
ム
で
の
日
本

ブ
ー
ム
の
下
地
に
な
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な

く
、
彼
の
活
動
努
力
に
敬
意
を
表
し
た
い
。

「
い
な
ほ
会
」
の
メ
ン
バ
ー
に
は
、
今
な
お

教
育
の
第
一
線
で
活
躍
し
て
い
る
面
々
が
い

る
が
、
若
者
の
内
向
き
志
向
が
問
題
視
さ
れ

て
い
る
昨
今
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
野
を
持
ち
、

海
外
に
飛
躍
す
る
人
材
を
多
く
育
て
て
ほ
し

い
も
の
で
あ
る
。

昨
年
一
一
月
一
七
日
夕
よ
り
、
新
宿
住
友

ビ
ル
四
七
階
に
て
、
酒
田
東
四
五
卒
東
京
同

期
会
が
、
発
足
式
を
兼
ね
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
多
く
の
同
期
生
が
、
六
〇
歳

還
暦
を
迎
え
、
な
か
に
は
退
職
を
さ
れ
た
方

も
あ
り
、
こ
れ
を
機
に
、
皆
で
集
ま
ろ
う
と

い
う
こ
と
に
な
っ
た
も
の
で
す
。

当
日
は
、
雨
天
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
中
村

会
長
は
じ
め
地
元
酒
田
か
ら
駆
け
つ
け
て
下

さ
っ
た
方
も
あ
り
、
約
四
〇
名
の
方
が
参
加
。

幹
事
挨
拶
、
乾
杯
を
皮
切
り
に
、
中
村
会
長

の
酒
田
新
事
情
な

ど
興
味
深
い
お
話

を
は
じ
め
、
全
員

が
一
言
発
言
を
行

い
、
大
い
に
飲
み

語
り
合
い
ま
し

た
。「
白
熱
の
気
」

の
大
合
唱
や
応
援

団
さ
な
が
ら
の
エ

ー
ル
も
あ
り
、
最

後
に
全
員
で
記
念

撮
影
を
行
い
大
盛

況
の
う
ち
に
お
開

き
と
な
り
ま
し

た
。
参
加
者
か
ら

は
、「
懐
か
し
い

人
た
ち
と
会
う
こ
と
が
で
き
楽
し
い
会
で
し

た
。
で
き
れ
ば
毎
年
開
催
し
て
ほ
し
い
で
す
」

と
の
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
大
好
評
で
し
た
。

一
九
回
目
を
迎
え
る
元
気
会
。
最
初
は
女

子
六
名
で
の
名
店
ラ
ン
チ
巡
り
、
年
々
参
加

が
増
え
、
玲
子
さ
ん
成
美
さ
ん
の
笑
顔
も
あ

っ
て
、
そ
の
後
男
子
も
加
わ
っ
た
。
猛
君
の

店
を
経
て
、
現
在
は
世
田
谷
区
大
原
の
ビ
ス

ト
ロ
瀬
田
亭
（
金
田
勤
務
）
に
て
、
一
一
月

に
催
さ
れ
て
い
る
。

昨
年
は
二
四
日
、
介
護
中
の
女
子
が
多
く

一
四
名
の
参
加
だ
っ
た
。
酒
田
か
ら
岩
浪
君

が
名
産
を
、
矢
野
君
は
漬
物
持
っ
て
到
着
。

猛
君
の
こ
ん
に
ゃ
く
、
美
智
子
さ
ん
か
ら
銘

酒
も
届
き
、
秋
生
君

の
伊
土
産
の
ワ
イ
ン

も
あ
っ
て
、
庄
内
の

味
と
瀬
田
亭
の
料
理

を
楽
し
み
、
飲
み
語

り
大
い
に
盛
り
上
が

っ
た
。
四
二
年
の
月

日
が
、あ
っ
と
い
う
間

に
飛
ん
で
い
く
。
思

い
出
話
や
近
況
報
告

に
花
を
咲
か
せ
、励
ま

さ
れ
元
気
も
も
ら
う
。

四
七
回
の
皆
さ
ん
、

今
年
は
一
一
月
二
三

日
。
奮
っ
て
ご
参
加

を
！
酒
田
で
は
、
九

月
一
五
日
レ
ス
ト
ラ
ン
欅
に
て
「
還
暦
を
祝

う
会
＆
女
子
会
発
足
会
」
が
あ
り
、
そ
の
後
、

同
店
に
て
全
体
会
が
催
さ
れ
る
。

思
い
立
っ
て
昨
年
一
一
月
一
七
日
ガ
ー
デ

ン
パ
レ
ス
み
ず
ほ
で
開
催
の
亀
城
会
総
会
に

出
席
し
ま
し
た
。
会
報
で
の
幹
事
の
招
集
の

呼
び
か
け
に
応
じ
た
つ
も
り
で
す
。
会
は
大

盛
会
で
し
た
が
、
五
二
回
に
限
れ
ば
ナ
ン
ト

唯
一
の
出
席
者
で
し
た
。
酒
田
で
こ
う
な
ん

で
す
か
ら
、
東
京
を
や
、
で
す
か
。
五
二
回

の
同
期
会
と
い
え
ば
、
旧
校
舎
の
取
り
壊
し

前
の
夏
に
酒
田
で
大
集
合
し
た
の
が
最
後
で

し
ょ
う
か
。
ス
デ
ニ
今
生
の
別
れ
の
会
の
趣

が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
そ
れ
が
現
実
に
な
ろ

45回

酒
田
東
四
五
卒
東
京
同

期
会
を
開
催

丸
市
豊
也

47回

今
年
は
還
暦
！

元
気
で
い
る
会

金
田
　
真
理
子

52回

aikeda@
sa.dcns.ne.jp

池
田
明
幸
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同期会・昨日 今日

う
と
し
て
い
ま
す
。
あ
の
溌
剌
と
し
た
日
々

を
一
緒
に
過
ご
し
た
仲
間
と
の
記
憶
は
昨
日

の
こ
と
の
よ
う
に
新
鮮
で
す
。
こ
れ
か
ら
も

仲
間
と
時
間
を
共
有
で
き
るFace-to-Face

の

場
が
あ
っ
て
も
よ
い
の
か
な
ぁ
。

三
月
二
日
、
久
し
ぶ
り
の
東
京
五
三
の
会

を
田
町
の
イ
ン
ド
料
理
店
「
ラ
ニ
ー
」
に
て

開
催
し
ま
し
た
。
関
東
在
住
者
を
中
心
に
、

遠
く
は
岡
山
か
ら
の
参
加
者
も
あ
り
総
勢
一

九
名
が
参
集
し
旧
交
を
温
め
ま
し
た
。
我
々

五
三
回
生
の
話
題
と
言
え
ば「
甲
子
園
出
場
」、

「
衆
議
院
議
員
の
阿
部
寿
一
君
」、「
夢
の
扉
の

矢
野
和
男
君
」
で
し
ょ
う
か
。
今
回
は
矢
野

君
も
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
の
で
、
Ｔ
Ｖ
出

演
や
研
究
テ
ー
マ
の
話
を
皆
で
興
味
深
く
拝

聴
し
ま
し
た
。
同

窓
会
会
場
と
な
っ

た
「
ラ
ニ
ー
」
は
、

工
藤
久
美
さ
ん
の

旦
那
さ
ん
が
経
営

す
る
本
格
的
な
イ

ン
ド
料
理
店
で
、

当
日
は
我
々
の
た

め
に
わ
ざ
わ
ざ
お

店
を
開
け
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
美

味
し
い
料
理
と
懐

か
し
さ
に
溢
れ
た

同
窓
会
は
、
五
時

半
開
始
で
中
締
め

は
九
時
過
ぎ
と
時
間
を
忘
れ
る
展
開
と
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
飲
み
放
題
で
延
々
四
時
間
も

引
っ
張
り
、
お
店
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
ま
し
た
。
本
紙
上
を
お
借
り
し
、
お
詫
び
と

お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
東
京
五
三
の
会
も
、

今
回
を
機
に
定
期
的
に
開
催
し
よ
う
と
の
機
運

が
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
お
国
訛
り
の
庄
内
弁

で
近
況
、
思
い
出
話
が
飛
び
交
う
会
は
理
屈
抜

き
で
楽
し
く
、
次
回
の
再
開
を
約
し
て
散
会
と

な
り
ま
し
た
。
再
見
！

「
今
年
の
東
京
亀
城
会
報
に
五
六
回
の
報
告

を
掲
載
せ
よ
」
と
指
令
を
受
領
。「
ネ
タ
な
ど

な
い
」
と
頭
を
抱
え
て
い
た
折
り
、
三
〇
年

ぶ
り
に
同
級
生
と
再
会
し
た
。
今
日
は
、
彼

の
活
動
ぶ
り
を
皆
さ
ん
に
報
告
し
た
い
。
彼

と
い
う
の
は
卒
業
後
何
年
経
て
も
語
リ
継
が
れ

る
伝
説
の
応
援
団
長
、
青
塚
渉
君
の
こ
と
で
あ

る
。
ふ
と
し
た
き
っ
か
け
で
、
フ
ェ
ー
ス
ブ
ッ

ク
上
に
彼
の
名

前
を
見
つ
け
た
。

別
人
か
も
？

と
思
っ
て
み
た

が
、
本
人
と
わ

か
り
交
流
が
再

開
。
今
年
に
な

っ
て
か
ら
の
こ

と
で
あ
る
。

彼
は
イ
ン
ド

を
拠
点
に
活
動

の
傍
ら
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
も
テ
リ
ト
リ
ー
に
し
て
空
間
制
作
を

中
心
に
ク
リ
エ
ー
タ
活
動
を
し
て
い
る
。
今

年
は
六
月
二
二
日
か
ら
三
〇
日
の
予
定
で
、

鶴
岡
市
の
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
二
年
振
り

の
日
本
で
の
個
展
を
開
催
す
る
と
の
事
。
こ

の
原
稿
を
読
ん
で
く
れ
た
す
べ
て
の
人
が
、

彼
の
作
品
に
向
か
い
あ
っ
て
ほ
し
い
と
思
う
。

活
躍
す
る
同
期
と
い
え
ば
斎
藤
淳
く
ん
。酒

田
と
自
由
ヶ
丘
で
英
語
塾
を
経
営
し
、東
京
　
酒

田
、
時
々
ア
メ
リ
カ
と
、
と
て
も
多
忙
な
人
な

の
に
、
去
年
は『
ぜ
ん
ご
塾
』の
講
師
依
頼
に
快

諾
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
だ
同
期
会
と
言
え
る

活
動
は
出
来
て
い
ま
せ
ん
が
、
連
絡
が
つ
く
友

達
数
人
と
は
時
々
都
内
で
飲
ん
で
い
ま
す
。
参

加
人
数
を
じ
わ
じ
わ
と
増
や
し
て
、
今
後
の
関

東
同
期
会
に
つ
な
げ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
個
人
的
に
は
、
モ
ン
テ
デ
ィ
オ
山
形

の
試
合
観
戦
に
行
く
と
、
よ
く
同
期
に
会
い

ま
す
。
関
東
の

ス
タ
ジ
ア
ム
で
、

し
か
も
相
談
し

た
訳
で
は
な
い

の
に
、
な
ぜ
か

偶
然
に
会
い
ま

す
。
郷
土
愛
っ

て
す
ご
い
。『
チ

ー
ム
首
都
圏
ア

ウ
ェ
イ
』
こ
ち

ら
も
参
加
者
募

集
中
で
す
。

63回

参
加
者
募
集
中

森
田
美
佳⇔

53回

久
し
ぶ
り
の
東
京
五
三

の
会

信
夫
太
志

56回

m
agicw

ow

青
木
と
の

再
会

河
島
三
二

ぜんご塾で語る斎藤淳さん
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東京亀城会　懇親会へぜひ！

私
は
昨
年
、
第
八
七
回
酒
東
卒
業
生
と
し
て

東
京
亀
城
会
懇
親
会
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。（
写
真
右
端
）
上
京
し
て
一
人
暮
ら

し
を
始
め
、
ま
だ
ま
だ
戸
惑
う
こ
と
も
多
い
中

で
、
時
折
聞
こ
え
る
優
し
い
庄
内
弁
や
高
校
の

話
題
に
、
な
ん
だ
か
ほ
っ
と
落
ち
着
い
た
こ
と

を
良
く
覚
え
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
祖
父
母
や
、
そ
れ
以
上
の
年
代
の

大
先
輩
の
方
か
ら
年
の
近
い
若
い
年
代
の
方
々

ま
で
、
卒
業
し
、
も
う
地
元
を
何
年
も
離
れ
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
こ
れ
ほ
ど
ま
で
の
人
数

が
集
ま
る
と
い
う
こ
と
。
ま
た
そ
の
年
代
を
越

え
て
同
じ
話
題
で
つ
な
が
り
、
盛
り
上
が
る
こ

と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
。
全
員
が
同
じ
母
校

の
校
歌
を
（
も
ち
ろ
ん
白
熱
の
気
も
）
歌
っ
て

い
る
の
は
な
ん
だ
か
不
思
議
で
、
で
も
嬉
し
く

感
じ
ま
し
た
。
普
段
生
活
し
て
い
て
も
な
か
な

か
接
す
る
機
会
の
な
い
方
々
と
ご
飯
を
食
べ
な

が
ら
お
話
し
す
る
と
い
う
の
は
と
て
も
新
鮮

で
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
卒
業
し

て
あ
ら
た
め
て
、

酒
東
生
で
よ
か
っ

た
な
と
感
じ
る
一

日
で
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
こ

の
素
敵
な
つ
な
が

り
を
広
げ
て
い

き
、
母
校
の
思
い

出
を
同
じ
温
度
で

共
有
し
て
い
け
た

ら
な
、
と
思
い
ま

す
。「
酒
東
っ
て

や
っ
ぱ
り
最
高
だ

の
！
」

24
年
度
東
京
亀
城
会

懇
親
会
に
参
加
し
て

東
京
女
子
大
学
２
年
　
高
橋
里
美
（
87
回
）

東京亀城会主催就職活動支援「ぜんご塾」

なんて後輩思いの先輩たちだろう。母校卒の学生たちに、
社会人としての自分たちの経験、仕事に対する姿勢、就職
活動のポイント等を、指南してくれる先輩たちがいるなん
て、酒東出身生はとても恵まれている。
第３回ぜんご塾は昨年10月、講師に、リクルート勤務の

出島幹夫さん（75回）、前衆議院議員で英語塾ロゴス主宰
の斉藤淳さん（63回）を迎え、それぞれ『なぜ働くのか？』
『グローバル人材になるには？』というテーマでお話頂い
た。内容の濃い講義だった。Facebookのぜんご塾グルー
プサイトに、阿部彩人さん（76回）が詳細を記載してくれ
ているので、ぜひご一読を。そしてメンバー登録してつな
がりましょう！！
http://www.facebook.com/groups/zengojuku/

学生の皆さん、今年も開催します。参加しないのはもっ
たいない。（学生以外、社会人でも参加OKです。）

今年は10月19日14：00開催！
ぜんご塾情報は、上記Facebookか下記にアクセスを！

http://sakatonext100.jimdo.com/

６月29日（土）平成25年度懇親会
アトラクションはモダンＪＡＺＺ演奏です。５人編成のバンドで、38回卒穂積雅子さんの娘さん小松葉子
さんがフルートを受け持ちます。お楽しみに！

「Living Vision」
（＝人生における
ビジョン）を持
つこと！

「Outside In」
でなく、
「Inside Out」
の目標を！

英語力+論理的思考+発信力！
真のグローバル人材に！
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今
年
の
東
京
支
部
Ｏ
Ｂ
会
は
御
徒
町
の
越

後
屋
で
盛
大
に
行
わ
れ
酒
田
か
ら
小
山
氏
の

参
加
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
今
回
も
青
春

時
代
の
懐
か
し
い
想
い
出
を
演
歌
調
で
作
詞

し
て
み
ま
し
た
。

☆
黒
帯
の
青
春
時
代

一
　
先
輩
ゆ
ず
り
の
　
黒
帯
道
着
に

男
五
尺
に
　
命
が
馳
せ
る

酒
東
健
児
は
　
全
力
勝
負

夢
と
希
望
を
　
語
り
合
い

意
地
を
通
し
て
　
相
手
を
倒
す
と

燃
え
て
秘
策
を
　
練
り
直
す

二
　
東
北
大
会
　
根
性
あ
り
ゃ
こ
そ

男
だ
っ
た
ら
　
優
勝
目
指
す

思
え
ば
合
宿
　
当
番
決
め
て

熱
い
食
事
は
　
ど
ん
ぶ
り
で

笑
顔
お
か
わ
り
　
幸
せ
い
っ
ぱ
い

生
き
る
喜
び
　
か
み
し
め
る

三
　
最
上
の
流
れ
に
　
う
る
ほ
う
里
の

学
び
舎
み
ど
り
　
希
望
は
み
ち
て

高
下
駄
マ
ン
ト
に
　
こ
の
身
を
包
む

ず
ら
り
並
ん
だ
　
強
敵
に

柔
ひ
と
す
じ
　
勝
た
ね
ば
な
ら
な
い

校
歌
う
た
え
ば
　
締
え
う
帯

こ
れ
ぞ
演
劇
な
う
、
フ
ラ
ン
ス
演
劇
を
代

表
す
る
劇
作
家
の
一
人
イ
ヨ
ネ
ス
コ
作
の

『
ま
く
べ
っ
と
』。
最
先
端
の
演
劇
を
体
感
し

た
い
方
に
は
お
勧
め
の
抱
腹
絶
倒
喜
劇
に
出

演
で
す
。
一
〇
月
三
〇
日
〜
一
一
月
四
日
、

会
場
は
演
劇
の
街
下
北
沢
の
「
劇
」
小
劇
場
。

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
作
『
マ
ク
ベ
ス
』
の
パ
ロ

デ
ィ
ー
喜
劇
で
、
痛
烈
な
風
刺
が
爽
快
。

そ
の
喜
劇
の
中
心
に
な
る
の
が
庄
内
弁
と

村
山
弁
で
話
す
二
つ
の
役
。
こ
の
二
役
を
含

め
た
四
役
を
舞
台
出
演
三
六
〇
〇
回
の
僕
が

パ
ワ
ー
全
開
で
演
じ
ま
す
。
パ
ニ
ッ
ク
・
シ

ア
タ
ー
企
画
公
演
、
中
島
久
之
さ
ん
等
出
演
。

仲
代
達
矢
さ
ん
の
公
演
で
話
題
に
な
っ
た
不

条
理
劇
『
授
業
』
も
イ
ヨ
ネ
ス
コ
の
作
品
。

テ
レ
ビ
で
『
水
戸
黄
門
』
な
ど
の
再
放
送

を
見
た
と
の
感
想
を
聞
き
ま
す
。
こ
の
秋
放

送
さ
れ
る
新
作
『
新
・
御
宿
か
わ
せ
み
』
に

出
演
し
て
い
ま
す
。

三
月
に
は
余
目
第
一
小
学
校
卒
業
式
に
サ

プ
ラ
イ
ズ
出
演
し
山
形
県
民
の
歌
『
最
上
川
』

を
歌
っ
て
祝
福
し
ま
し
た
。

演
劇
界
で
ご
一
緒
し
た
三
六
回
卒
の
木
山

潔
さ
ん
が
一
月
に
急
逝
さ
れ
ま
し
た
。
ご
冥

福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
後
輩
の
皆
さ
ん

が
こ
の
世
界
で
も
ど
ん
ど
ん
活
躍
さ
れ
る
よ

う
期
待
し
て
い
ま
す
。

開
催
当
日
は
桜
が
咲
き
、
青
空
の
下
、
春

を
満
喫
で
き
る
日
和
と
な
る
こ
と
を
期
待
し

亀城人往来

◆
酒
東
柔
道
部

東
京
支
部
Ｏ
Ｂ
会

元
会
長
　
中
山
　
誠
（
35
回
）

（
演
歌
及
び
歌
謡
曲
・
作
詞
家
）

◆
庄
内
弁
と
イ
ヨ
ネ
ス
コ
と

最
上
川

俳
優
　
佐
藤
　
輝
（
39
回
）

『最上川』を熱唱して卒業を祝福

◆
第
三
九
回
東
京
亀
城
会

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
顛
末
記

澁
谷
英
夫
（
43
回
）
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云
々
と
、
一
応
、
コ
ン
ペ
の
案
内
に
は
記
載

し
ま
し
た
が
、
ま
さ
か
ま
さ
か
ま
さ
か
、
そ

の
通
り
に
な
ろ
う
と
は
。
そ
の
日
は
三
月
二

八
日
の
木
曜
日
で
し
た
。

当
日
の
参
加
者
は
総
勢
七
名
。
な
ん
で
こ

ん
な
に
少
な
い
の
か
と
、
大
分
ボ
ヤ
キ
な
が

ら
の
幹
事
で
し
た
が
、
当
日
の
お
天
気
で
す

っ
か
り
幸
せ
な
気
分
に
早
変
わ
り
。
参
加
で

き
な
か
っ
た
常
連
の
皆
さ
ん
大
変
残
念
で
し

た
。最

年
長
は
御
年
九
〇
歳
の
越
後
屋
悦
郎
さ

ん
、
な
ん
と
ニ
ア
ピ
ン
二
本
を
含
む
ブ
ー
ビ
ー

賞
。
三
一
回
か
ら
は
優
勝
の
村
上
克
也
さ
ん
、

準
優
勝
の
青
塚
虎
雄
さ
ん
、
往
年
の
名
手
の

鈴
木
藤
男
さ
ん
の
三
名
が
参
加
。
三
六
回
の

西
村
浩
さ
ん
は
孤
軍
奮
闘
の
プ
レ
ー
で
、
な

か
な
か
の
ス
コ
ア
ー
な
が
ら
、
ブ
ー
ビ
ー
メ

イ
カ
ー
。
四
三
回
は
ベ
ス
グ
ロ
の
五
十
嵐
太

さ
ん
と
私
。
五
十
嵐
さ
ん
は
八
二
の
ス
コ
ア
ー

な
が
ら
四
着
。
私
は
ビ
リ
か
ら
二
番
目
の
ス

コ
ア
ー
な
が
ら
三
着
。
本
当
に
ペ
リ
ア
方
式

は
何
が
起
こ

る
か
分
か
ら

な
い
。

次
回
は
一

一
月
一
四
日

の
木
曜
日
開

催
。
も
っ
と

も
っ
と
皆
さ

ん
、
奮
っ
て

ご
参
加
を
。

亀城人往来

東
京
二
八
会

事
務
局
　
松
戸
市
小
金
原
七
―
十
一
―
二

五
十
嵐
　
昌
士

1
〇
四
七
―
三
四
五
―
四
〇
八
四

昭
和
二
八
年
卒

酒
田
東
・
西
高
校

東
京
ふ
く
の
会

連
絡
先
　
本
　
間
　
英
　
生

自
　
宅
　
〇
四
八
〇
（
三
三
）
四
〇
三
七

連
絡
先
　
眞
　
田
　
守
　
之

自
　
宅
　
（
〇
四
二
）
七
四
六
―
三
〇
八
九

昭
和
二
九
年
卒

酒
田
東
・
西
高
校 会

長

前

田

　

滋

関
東
三
一
会

酒
東
昭
和
三
一
年
卒
業

東
京
亀
城
会
総
会
で
会
い
ま
し
ょ
う
。（
六
月
二
九
日
）

関
東
三
一
会
総
会
に
参
加
し
よ
う
。（
一
一
月
）

有
志
一
同

東
京
燦
燦
会

代
　
表

相
川
俊
明

連
絡
先

阿
部
尚
記

Ｔ
Ｅ
Ｌ
／
Ｆ
Ａ
Ｘ

〇
三
―
三
九
四
八
―
二
三
九
〇

昭
和
三
三
年
卒

酒
田
東
高
校

追
悼
木
山
潔
さ
ん
（
36
回
卒
）

演
劇
界
で
長
年

活
躍
な
さ
っ
て
き

た
木
山
潔
さ
ん

が
、
肺
ガ
ン
の
た

め
一
月
二
〇
日
に

ご
逝
去
し
ま
し

た
。
文
学
座
映
画

放
送
部
、
劇
団
四

季
広
報
宣
伝
課
を

経
て
、一
九
八
〇
年

に
演
劇
プ
ロ
ダ
ク

シ
ョ
ン
木
山
事
務

所
を
設
立
。
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
と
し

て
一
七
〇
本
を
越
え
る
公
演
を
制
作
さ
れ

た
演
劇
界
の
重
鎮
で
す
。

私
が
「
あ
の
先
輩
に
会
い
た
い
」
の
コ
ー

ナ
ー
で
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
の
は
二
〇
〇
六
年
。
そ
の
後
の
作
品
は

ほ
と
ん
ど
拝
見
し
ま
し
た
が
、
特
に
日
本

国
内
だ
け
で
な
く
海
外
で
も
公
演
し
高
い

評
価
を
得
た
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
『
は
だ
し
の

ゲ
ン
』
と
、
三
八
回
卒
山
本
与
志
恵
さ
ん

を
起
用
し
た
『
出
番
を
待
ち
な
が
ら
』
は
、

印
象
的
で
感
動
の
舞
台
で
し
た
。

俳
優
座
劇
場
で
行
わ
れ
た
偲
ぶ
会
は
、

木
山
さ
ん
の
演
出
し
た
別
役
実
さ
ん
脚
本

の
舞
台
セ
ッ
ト
を
用
い
て
、
献
花
は
、
木

山
さ
ん
の
大
好
き
だ
っ
た
桜
の
枝
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

瀬
尾
（
佐
々
木
）
亜
希
子
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ふるさと発

相
川
・
田
中
法
律
会
計
事
務
所

弁
護
士

相
　
川
　
俊
　
明

（
昭
和
三
三
年
卒
）

東
京
都
新
宿
区
四
谷
一
―
九

有
明
家
ビ
ル
６
Ｆ

電
　
話
　
〇
三
―
三
三
五
三
―
四
六
三
八

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
三
―
三
三
五
三
―
四
三
二
八

〒
一
〇
一
・
〇
〇
五
一

東
京
都
千
代
田
区
神
田
神
保
町
二
―
二
〇

ア
イ
エ
ム
ビ
ル
３
Ｆ

電
　
話
　
〇
三
（
三
二
六
一
）
八
〇
四
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
三
（
三
二
六
一
）
八
〇
四
三

丸
藤
宏
司
法
書
士
事
務
所

丸
　
藤
　
　
　
宏

（
昭
和
四
〇
年
卒
業
）

真
坂
信
夫

（
昭
和
三
三
年
卒
業
）

理

事

長
世
田
谷
区
奥
沢
五
丁
目
二
六
番
九
号

自
由
ヶ
丘
栄
ビ
ル
３
階
（
自
由
ヶ
丘
駅
南
口
前
）

電
　
話
　
〇
三
（
三
七
一
八
）
八
四
七
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
三
（
三
七
一
八
）
九
一
〇
九

医
療
法
人
社
団
歯
生
会

真
坂
歯
科
医
院

松　山

◇松山からプロ野球選手誕生
昨年10月のプロ野球ドラフト会議にお

いて、酒田南高校の下妻
しもつま

貴寛
たかひろ

君（松嶺仲
町）が東北楽天ゴールデンイーグルスか
ら４位指名を受け、松山から待望のプロ
野球選手が誕生しました。
遠投110ｍの強肩が持ち味の大型捕手と
して期待されており、高校３年の夏の甲
子園では、主将として選手宣誓の大役も
務めました。
今年３月には旧松山町長の佐々木藤正

さん（26回卒）を会長とする後援会が設
立されました。今後、発足したての後援
会のあり方を考えつつ、激励会の開催や
会報の発行などが見込まれています。
下妻選手が、まずはプロ野球界で活躍

出来うる体力と技術の向上に励まれるこ
とを期待しながら、地元では“下妻フィー
バー”に沸いております。
（松山総合支所地域振興課　石川亮一　55回）

八　幡

◇大イワナに歓声～前ノ川釣り大会～
５月最後の日曜日、東日本各地から太

公望が升田・前ノ川に集まります。
12年前に始まった前ノ川釣り大会は、

釣り上げたイワナの大きさを競う100人の
釣り人が参加する大会です。優勝者とも
なりますと体長50センチ以上の大物を上
げますが、坊主の人もいます。
それでも満足して毎年参加する魅力は

旧升田小学校・滝の里ふれあい館での昼
食です。升田のおばちゃんたちが作った
ホカホカのおにぎりと孟宗汁が振る舞わ
れ、朝早くから雪溶けの冷たい水に入り
疲れた体を癒してくれます。
また、玉簾の滝までの滝ノ沢は、数年

かけて植樹した桜が鳥海山を背景に釣り
人を和ませてくれます。お盆の滝のライ
トアップの時、里帰りのついでに足を延
ばしてください。
（八幡総合支所長　佐藤　弥　48回）

平　田

◇ひらた目ん玉まつり
山形県を地図で見ると人の横顔に見え

ます。平田地域はその横顔の目の位置に
あたる事から「庄内ひらた目ん玉まつり」
という名称になり、お盆の時期に開催し
ているイベントです。
まつりでは、様々なパフォーマンスシ

ョーなどで子供から大人まで楽しめる「目
ん玉部門」、「ＪＡ盆踊り部門」ではどな
たでも参加できる盆踊りやビアガーデン、
大抽選会を行っています。そして、まつ
りのフィナーレとして大スターマインや
打上花火など総計60発近い花火が打ち上
げられる「花火部門」の３部構成で皆様
から楽しんでいただいています。
例年８月14日午後４時から開催してい

ます。お盆で帰省した折には、ぜひお寄
りください。暑い夏の夜は「庄内ひらた
目ん玉まつり」を、ごゆっくりとお楽し
みください。

（平田総合支所　建設産業課）
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ふるさと発
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遊　佐

◇遊佐町特産焼酎プロジェクト「耕作くん」誕生
この遊佐町特産焼酎プロジェクトは遊

佐町の耕作放棄地を有効活用し、さらに
栽培した作物で町の特産品をつくりたい
という思いからスタートしました。平成
21年度の「耕作くん」は586本の限定で
したが、年々本数を増し今年度は4,900本
までになりました。
原材料に遊佐町産のサツマイモと麹用

精米を使用し、まろやかな口当たりと芳
醇な芋の香りが特徴です。今年度は特に
一度味わうと二度と忘れられないほどに
おいしく出来上がっています。価格は
720ml化粧箱入り1,730円（税込）。お土
産や贈答用にもぜひご利用ください。
今後は、生産、醸造、販売の一連の工

程を町内の企業や関係者により達成し、
農商工連携のモデル的な取り組みに発展
することを望んでいます。また、目標本
数は5,000本を目指しています。
・商品についての問合せは遊佐町役場企
画課まちづくり支援係℡0234-72-4524
（遊佐町会計管理者　本間康弘　49回）

酒　田

昨年のロンドンオリンピックで、日本
は史上最高38個のメダルを獲得しまし
た。体操の内村選手をはじめ、レスリン
グや水泳陣、サッカー女子など様々な競
技における日本人選手の活躍は私達に大
きな感動を与えてくれ、改めてスポー
ツの素晴らしさを感じる機会となりまし
た。
酒田市出身のスポーツ選手も様々な種

目で活躍しています。特に野球では、昨
年夏の甲子園大会に出場した酒田南高校
の下妻貴寛君が、東北楽天ゴールデン
イーグルスから４位指名を受けました。
また、羽黒高校の土田拓弥君が、大リー
グのインディアンスとマイナー契約を結
ぶというビッグニュースが明るい話題と
なりました。二人の今後の活躍を大いに
期待したいところです。
酒田市では、「ひとり １スポーツで 元
気なまちづくり」をスローガンに、市民
一人ひとりが、体力や年齢、技術、興味、

目的に応じて、いつでもスポーツに親し
むことのできる、スポーツのある生活の
実現を目指しています。
そうした中で、平成24年11月４日、第
１回酒田シティハーフマラソン大会を開
催しました。これまであった砂丘マラソ
ン大会と茂木杯ハーフマラソンを統一し
市街地を走るコースにしたもので、完成
した新しい光ケ丘陸上競技場がゴール。
出場者は約2000名にもふくらみ、県外か
らの参加者が441名もありました。
第２回大会となる今年は、市の中心部

を走るコースに変更して、「どんしゃんま
つり」と同日の10月20日に開催し、距離
は、「ハーフ」「10㎞」「５㎞」「３㎞」「１
㎞」と大人から子供まで楽しめるように
設定しています。
東京亀城会の皆様も、秋晴れのふるさ

とで開催される新しいマラソン大会にぜ
ひ参加されてみてはいかがでしょうか。

（酒田市市民部長　杉原　久）

◇第２回酒田シティハーフマラソン大会に参加してみませんか。

昨
年
の
「
ぜ
ん
ご
塾
」
で
は
母
校
卒
の
現
役
大

学
生
が
多
数
集
い
、
先
輩
の
話
に
耳
を
傾
け
た
。

そ
の
参
加
者
の
中
か
ら
、
今
号
の
会
報
編
集
に
も

携
わ
っ
て
い
た
だ
い
た
。
若
い
母
校
出
身
者
の
活

躍
と
、
亀
城
会
で
の
年
齢
を
越
え
た
交
流
に
期
待

し
た
い
。

（
編
集
・
瀬
尾
亜
希
子
　
65
回
）
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平成25年度　総会・懇親会のご案内
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酒
田
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一
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年

一
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わ
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酒
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い
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履
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同
窓
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会
場
一
杯
の
大
勢
の
参
加
を
お

待
ち
し
ま
す
。
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当
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回
　
松
岡
　
毅
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奏

■地下鉄　丸の内線・半蔵門線・千代田線・
東西線・都営三田線
大手町駅下車A４・E１出口直結

■Ｊ Ｒ　東京駅丸の内北口より徒歩７分

〒100-0004 東京都千代田区大手町1-7-2
Tel:03-3273-2257～9（直通）

東
京
三
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会
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高
校

有
志
一
同

〒103-0023東京都中央区日本橋本町4-15-4
1（03）3662-1951 FAX（03）3661-9735

http://www.bbe.ne.jp
E-mail:bunei@bbe.ne.jp

美しさで情報を伝えます！
コストダウンでサポート

汎用機・WS・PC・WPのデータを自在
に編集・加工
オンデマンドシステムで対応
情報処理のビジュアル化をフルサポート
最短の時間と最小のコストをお約束

印刷の
事なら

「
会
場
一
杯
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大
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の
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を
！
」


